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習志野市の財政状況について
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歳入： 市税収入は堅調で過去最高水準。しかし、自主財源比率は低下傾向にあり、地方
債などの依存財源が増加している。
歳出： 物価高騰、労務単価の上昇による物件費の増加、および公共施設再生事業（学校
等の建て替え）の推進により、普通建設事業費が大幅に増加している。
財政指標： 財政力指数は0.91程度（類似団体平均並み）。高齢化に伴う社会保障関係費
（扶助費）の増加も負担要因。
見通し： 財政計画上の想定を上回るペースで歳出が膨らんでおり、財政調整基金の取り
崩しなどで対応している。 
主な課題：
公共施設再編： 老朽化する公共施設の建て替え・維持費用の増大。
社会保障費： 高齢化に伴う扶助費の増大。
基金の維持： 財政調整基金の減少に対応した、持続可能な財政運営。 

○ 財政調整基金繰入金 25億円《前年度比 △5億円》
⇒市民サービスの充実のために各事業の財源として活用します。
R6 40億9千万円 → R7見込 27億円 → R8見込 2億2千万円
○ 公共施設等再生整備基金繰入金 5億円《対前年度比 △2千万円》
⇒大久保小学校を含む公共施設等再編や、学校建設事業の財源として活用します。
R6 28億4千万円 → R7見込 22億4千万円 → R8見込 18億5千万円
○ 市債管理基金繰入金 19億4千万円《対前年度比 10億3千万円》
⇒地方債の償還のための財源として活用します。
R6 28億5千万円 → R7見込 35億7千万円 → R8見込 16億4千万円
※一般会計の全基金残高の令和8年度末見込み
50億5千万円
（令和7年度末見込み98億4千万円、△47億9千万円）

基金の活用状況
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毎年度必ず支出しなければならない経常経費を表す経常収支比率は９７.５％。
２.５％しか裏を返せば余力がないというような状況になっており、習志野市の
この財政規模に当てはめれば、数字上の余力としては約７億円程度。

わかりやすく家庭に置き換えて考えます。

日本人の平均年収が４７８万円と言われており、月の手取りに換算すると約３
０万円。
経常経費を抜いた自由に使えるお金はこの場合
月に７，５００円、年間で９万円です。
これでは、中々新しい政策や取組を実施していくのは困難です。

また、令和７年度末の財政調整基金の残高が約１６億円。

一般論として、財政調整基金の適正額というものは標準財政規模の１０％とい
うふうに言われております。

大規模災害時の初期対応費用、これらを賄うために、より強固な備えとして標
準財政規模の２０％というものを設定している自治体もある中で、習志野市は
大体の目安として３０億円が一つの指標として語られてまいりました。

しかしながら、その金額も今となっては大きく下回り、今後も大幅な増加は見
込めず、令和８年度の財政調整基金の見込みは約２億円とかなり厳しい財政
状況が強いられております。

今後、より一層の「選択と集中」、不必要と判断した各種政策を躊躇なく
「やめる勇気」が自治体運営に求められます。
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